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はじめに 

 2002 年度から「大都市大震災軽減化特別プロジェクト」の一環として，「大都市圏地殻構造調査研究」が 5 カ

年計画で開始され，2002 年から 2003 年までは関東地域において大規模な地殻構造探査が実施されてきた．2004

年は対象地域を近畿圏へと移行し，大規模な地震に伴う強震動予測精度の向上のための地殻構造探査を実施した．

ここでは大阪市の淀川河口から鈴鹿にいたる測線で実施した深部地殻構造探査について述べる． 

実験の目的 

 首都圏とならび大都市が集中する近畿圏は，地学的には近畿三角帯と呼ばれる活断層の密集帯を形成してい

る．これらの活断層は，南北走向の逆断層が卓越するが，30km よりも狭い間隔で分布し，主体をなす断層が必ず

しも明瞭ではない．本探査ではとくに，（1）上町断層，鈴鹿東縁断層など，南北走向の活断層の地震発生層中の基

本的な形状を明らかにすること，（2）強震動伝搬の媒体となる地殻の地震波速度構造の解明を目的として，地殻構

造探査を実施した． 

測線と探査の内容 

 調査測線は淀川河口南の此花区舞洲緑地を起点として，大阪府枚方市，宇治田原町，信楽町を経て鈴鹿漁港

に至る，全長約 135km の区間である．大阪市此花区舞洲緑地～京都府城陽市の大阪平野区間（約 53km）と三重県

亀山市～鈴鹿市の伊勢平野区間（約 26km）では、バイブロサイスの稠密発振による反射法探査を実施した。この

間の 56km 区間では、低重合区間とし平均 750m 間隔で発震した。受振点間隔は、いずれの測線でも 50m である。ま

た、屈折・広角反射法探査として、測線の全区間に対して、ダイナマイト 4 点（薬量 100-200kg）、バイブロサイ

スによる多重発震点 9点を設定し、発震作業を行った。 

実験結果 

 大阪平野を横切る反射法地震探査によって、上町断層や枚方撓曲において階段状に変位する基盤の状況が明

瞭にイメージングされた。また、伊勢平野においては、活断層である四日市撓曲の南方延長の構造が初めてイメー

ジングされた。この撓曲は第三系基盤を 300m ほど垂直に変位させる逆断層で、5km 程度の深さまで西に 40 度程度

で傾斜した形状を示している。低重合測線においては、往復走時 4-5 秒に反射層が分布する。 

 

 


